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本説明会の目的
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９月中旬予定の公募開始に先立ち、以下の目的で本説明会を開催します
1. 本テーマの背景・追加公募における変化点・追加点の理解を深めていただく
2. 今回提出が必須となる、ステークホルダー評価の制度を理解いただく
3. 衛星システムメーカと応募者(部品・コンポメーカ等)のネットワーキング促進

対象テーマ
経済産業省「衛星サプライチェーン構築のための衛星部品・コンポーネントの開発・実証」
(A)衛星サプライチェーンの課題解決に資する部品・コンポーネントの技術開発（補助）
(B)特に自律性の観点から開発が必要な部品・コンポーネントの技術開発（委託）

※宇宙戦略基金全体に関する説明は本説明会では行いません。以下のページをご参照ください
基金概要：https://fund.jaxa.jp/about/



アジェンダ
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内容 登壇者

1)追加公募の背景説明 経済産業省 製造産業局 宇宙産業課 総括補佐

岩永 健太郎 様

2)追加公募に関する説明
・第一期の採択状況
・追加公募の概要
・追加公募における変化点、注意点

JAXA 宇宙戦略基金事業部
参与/ゼネラルプロデューサー(GP)

寺田 弘慈

3)ステークホルダー評価に関する説明 JAXA 宇宙戦略基金事業部 
技術開発マネジメントグループ プロデューサー

伊藤 彰4)追加公募に関する質疑応答

5)衛星サプライチェーン調査に関する協力依頼 JAXA 宇宙戦略基金事業部 企画推進課

柏原 岳人
6)衛星サプライチェーン調査に関する質疑応答

7)ネットワーキング
(名刺交換等を30分程度、18:00終了予定)

ー

日時：2025年8月5日(火) 16:30-18:00 場所：X-NIHONBASHI TOWER/オンライン



1) 追加公募の背景説明

経済産業省 製造産業局 宇宙産業課 総括補佐
岩永 健太郎 様
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⚫ 本テーマは宇宙戦略基金 第一期 技術開発テーマ(経済産業省分)として、昨年度公募を実施し10件を採択

⚫ 衛星部品・コンポーネントの自律性や国際競争力の強化をより一層後押しすることを目的に、追加公募を実施

本テーマの位置づけ

出典：宇宙戦略基金について(令和６年４月 内閣府) https://www8.cao.go.jp/space/kikin/siryou1-1-1.pdf

https://www8.cao.go.jp/space/kikin/siryou1-1-1.pdf
https://www8.cao.go.jp/space/kikin/siryou1-1-1.pdf
https://www8.cao.go.jp/space/kikin/siryou1-1-1.pdf
https://www8.cao.go.jp/space/kikin/siryou1-1-1.pdf
https://www8.cao.go.jp/space/kikin/siryou1-1-1.pdf
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実施方針

出典：宇宙戦略基金 技術開発テーマ（令和５年度補正予算分）https://www8.cao.go.jp/space/kikin/gijyutukaihatu.pdf

https://www8.cao.go.jp/space/kikin/gijyutukaihatu.pdf
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実施方針

出典：宇宙戦略基金 技術開発テーマ（令和５年度補正予算分）https://www8.cao.go.jp/space/kikin/gijyutukaihatu.pdf

https://www8.cao.go.jp/space/kikin/gijyutukaihatu.pdf
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⚫ 国内外における最新の技術開発動向を踏まえ宇宙技術戦略が改定(令和７年３月)

⚫ 本テーマの対象となる重要な部品・コンポーネントが追加されたたため、追加公募では対象を拡大

宇宙技術戦略のローリング

出典：宇宙技術戦略（令和6年度改訂）改定のポイント https://www8.cao.go.jp/space/gijutu/kaiteipoint_20250325.pdf

https://www8.cao.go.jp/space/gijutu/kaiteipoint_20250325.pdf


2) 追加公募に関する説明

JAXA 宇宙戦略基金事業部 参与/GP
寺田 弘慈
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技術開発テーマの目標・支援規模

技術開発テーマの目標
基本方針では、衛星等分野の技術開発の方向性として、「小型～大型の衛星事業（通信、観測等）や軌道上サービス等の国内の民間
事業者による国際競争力にもつながる衛星システムを実現する」とともに「そのための産業基盤を国内に構築し自立性及び自律性を確保する
とともに、革新的な衛星基盤技術の獲得により我が国の国際競争力を底上げする」ことが定められています。このため、各衛星システムに共通
となる基盤技術について継続的に開発に取り組み、海外と同等以上のQCD能力を維持・向上していくことが必要となります。その際、単なる
開発に留まらず、我が国の衛星サプライチェーンやバリューチェーンの構築を視野に入れて取り組むことで、我が国の宇宙産業エコシステムを再
構築し、更に発展させていくことが重要であります。
このため、本テーマでは、技術的優位性、自律性、ユースケース等に基づき、我が国の衛星サプライチェーン上重要な衛星・部品コンポーネン
トの開発を支援し、テーマ全体として、（A）及び（B）で開発を支援する衛星部品・コンポーネントのうち70％以上が支援期間終了後３
年以内に社会実装される（支援を実施した実施者において当該部品・コンポ事業が継続・確立し、かつ、我が国の衛星事業者のサプライ
チェーンの課題解決に貢献している）ことを目指します。

出典:前回募集時の公募要領 https://fund.jaxa.jp/techlist/theme21/

支援規模
（A）衛星サプライチェーンの課題解決に資する部品・コンポーネントの技術開発（補助）

1件あたりの支援額：０.５億円~３０億円(大企業・補助率1/2)
０.６億円～３０億円(中小・スタートアップ・補助率2/3)

支援件数：５～１０件程度
（B）特に自律性の観点から開発が必要な部品・コンポーネントの技術開発（委託）

1件あたりの支援額：１億円~30億円(委託)
支援件数：１～２件程度

（C) 衛星サプライチェーンの構築・革新のための横断的な仕組みの整備に向けたFS

https://fund.jaxa.jp/techlist/theme21/
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⚫衛星サプライチェーンの様々な課題を解消するための技術開発を支援

⚫第1期公募では10課題を採択し、技術開発を開始

第一期の採択状況

技術開発テーマ 技術開発課題の名称 実施機関(代表機関)

（A）衛星サプライチェーンの課題解決
に資する部品・コンポーネントの技術開
発

宇宙用国産ループヒートパイプ（LHP）の開発 株式会社ウェルリサーチ

国産COTS品の宇宙転用による高性能・低コストバッテリ開発 NECスペーステクノロジー株式会社

衛星用軽量低コスト高性能新型リチウムイオンのバッテリーの開発 ＮＵ－Ｒｅｉ株式会社

CFRP主鏡を有する超軽量CFRP望遠鏡の開発 コンポジットテーラーズ株式会社

宇宙用化合物薄膜太陽電池シートの製造技術開発 シャープエネルギーソリューション株式会社

第5世代宇宙用リチウムイオン電池の開発および実用化体制の構築 株式会社ジーエス・ユアサ テクノロジー

国産太陽電池セル・カバーガラスおよび搭載アレイの開発 三菱電機株式会社

（B）特に自律性の観点から開発が必
要な部品・コンポーネントの技術開発

国産太陽電池セル・カバーガラスおよび搭載アレイの開発 三菱電機株式会社

（C）衛星サプライチェーンの構築・革
新のための横断的な仕組みの整備に向
けたFS

衛星メーカー間における衛星アーキテクチャ共有及び開発プロセスの標準化・
効率化に係るFS

株式会社INDUSTRIAL-X

宇宙環境試験の課題整理及びCOTS部品の利用促進に関する検討・FS 一般財団法人衛星システム技術推進機構
宇宙用リチウムイオン電池

出典：ジーエス・ユアサ テクノロジーHP

化合物薄膜太陽電池
出典：シャープHP

CFRP主鏡
出典：コンポジットテーラーズ提供
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⚫追加公募の対象は以下の２つの取り組みになる見込みです

追加公募の概要(検討中)

（A）衛星サプライチェーンの課題解決に資する
部品・コンポーネントの技術開発（補助）

〇対象とする項目：
宇宙技術戦略の(中略) において、
「非常に重要」、「重要」、「検討が必要」とされているもの

〇対象とする技術開発：
・製品化/実用化のための技術開発
・製品の機能/性能向上のための技術開発
・低コスト化技術開発
・量産化技術開発
・その他、ユーザビリティ向上に資する技術開発

〇対象とする技術成熟度及び市場成熟度：
当該製品の技術又は市場が一定程度成熟しており、事業化やサプライチェー
ンの課題解決のために開発の後押しや加速を必要とするもの

〇支援規模・件数
1件あたりの支援額：０.５億円～３０億円(大企業、補助率1/2)

 ０.６億円～３０億円(中小・SU、補助率2/3)
支援件数：５～１０件程度
支援期間：最長6年(SG1回実施。時期は個別設定)

（B）特に自律性の観点から開発が必要な
部品・コンポーネントの技術開発（委託）

〇対象とする項目：
宇宙技術戦略の(中略) において、自律性の観点から「非常に重要」とされて
いる、以下の部品・コンポーネント
・価格・性能において競争力のある国産太陽電池セル
・宇宙耐性のある高性能計算機を構成する国産デジタルデバイス及びその主
要部品（CPU、MPSoC、FPGA 等）
※上記の部品・コンポーネントを社会実装する上で必須と認められる附随的な開発項目（未だ十分な技術成熟度に到
達しておらず、技術開発のリスクが特に大きい技術に限ります。）がある場合、委託の提案内容に含めることも可能としま
す。

○対象とする技術開発：
・製品化/実用化のための技術開発 
・製品の革新的な機能/性能向上に資する技術開発

○対象とする技術成熟度及び市場成熟度：
当該製品が未だ社会実装されておらず、また、市場の開拓・参入が特に困難
であって、社会実装までに相当の技術開発を必要とするもの

〇支援規模・件数
1件あたりの支援額：１億円~30億円(委託)
支援件数：１～２件程度
支援期間：最長6年(年に1回程度SG評価を実施)

出典:前回募集時の公募要領 https://fund.jaxa.jp/techlist/theme21/

https://fund.jaxa.jp/techlist/theme21/
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宇宙技術戦略(令和6年度改訂)に重要性が掲げられている
衛星部品・コンポーネント技術

• 衛星の機能高度化と柔軟性を支えるSDS基盤技術
• 高収納、小型衛星向け太陽電池パドル
• 価格・性能において競争力のある国産太陽電池セル
• 宇宙耐性のある高性能計算機を構成する国産デジタルデバイス及びその主

要部品（CPU、MPSoC、FPGA 等）

• 通信・観測などのミッションの伝送容量の増大や観測時間の拡大等を踏まえ
た電源システム

• 小型～大型衛星向けのジャイロ、CMG、
GNSS受信機、国産STT(スタートラッカー）

• 小型衛星向けの統合姿勢制御ユニット
• 高比推力の大型ホールスラスタ
• 高効率長寿命な小型ホールスラスタ
• 水や希ガス等を利用したレジストジェットスラスタ
• 低電力・低価格が期待されるパルスプラズマ等のマイクロ電気推進スラスタ
• 大電力で柔軟な電源を可能とする耐放射線性高効率電力デバイス

(GaN、SiC、Ga2O3、ダイヤモンド半導体等)
• 高性能・低コストリチウムイオンバッテリ
• 非宇宙領域バッテリ技術の宇宙転用（リチウム硫黄電池等）
• 熱系部品・コンポーネント（機械式二相流体ポンプループによる能動的高効

率排熱システム、極低温冷凍機）
• 機構系部品・コンポーネント（高機能アクチュエータ）

• 低消費電力化や低コスト化が可能な衛星搭載用光電融合技術
• 小型・高性能な電気推進用電源
• 小型～大型衛星に活用可能なフレキシブルなデジタル電源
• 小型衛星向けリアクションホイール
• VLEOや小型衛星向けのホールスラスタ
• VLEO向けのエアーブリージングイオンエンジン
• 軌道上サービス等向けのマルチモードスラスタ
• 推進剤消費を抑制した軌道変更を可能とするエアロブレーキ技術
• 熱系部品・コンポーネント（ヒートパイプパネル、液浸冷却技術）
• 構造系部品・コンポーネント（多機能構造、高比剛性、低熱膨張性を有す

る機能性材料、モジュール構造）
• 宇宙耐性のある高性能計算機を構成する国産デジタルデバイス及びその主

要部品（CPU、MPSoC、FPGA 等）の量産
• 既存のコンポーネントの統合化を進めた低消費電力、低価格、高信頼性、

高性能なコンピューティングデバイス(チップレットやマルチチップモジュールなどの
実装/パッケージング技術開発も含む)

• 全固体電池

出典：宇宙技術戦略（令和6年度改訂）本文 
https://www8.cao.go.jp/space/gijutu/honbun_20250325.pdf
を参照し、JAXA宇宙戦略基金事業部が作成

「非常に重要」とされているもの

「重要」とされているもの

「検討が必要」とされているもの

※下線部は令和６年度改訂において追記・変更された箇所を示す

⚫ 宇宙技術戦略(令和6年度改訂)に重要性が掲げられている衛星部品・コンポーネント技術

https://www8.cao.go.jp/space/gijutu/honbun_20250325.pdf
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⚫追加公募において検討されている変化点および第一期公募を踏まえた注意点です
検討いただく際の参考としてください

追加公募における変化点、注意点（検討中）

ステークホルダー評価の実施(必須化)
第一期公募ではステークホルダー評価の提出は任意でしたが、追加
公募では顧客候補からのステークホルダー評価の提出を必須とする
見込み(1件以上)。
※ステークホルダー評価の詳細は次のパートで説明します

第一期不採択課題の再応募
不採択となった技術開発課題を再提案することも可能とする方向で
検討中ですが、その際は必ず審査結果通知書に記載された不採択
理由を解消したうえで提案を行うこと。

第一期採択済み課題に類似した提案について
採択済みの技術開発課題に類似した提案を検討される場合、採択
済みの技術開発課題との相違点を明確にすること。
（採択済み技術開発課題の取り組み内容に関しては、宇宙戦略基金事業
部HPや事業者のニュースリリース等の公開情報を参照してください）

技術成熟度について
第一期公募の対象は「当該製品の技術又は市場が一定程度成熟し
ており、事業化やサプライチェーンの課題解決のために開発の後押しや
加速を必要とするもの」としていました。追加公募でも大きな変更はない
見込みです。
そのため、提案時の技術成熟度が低い技術（コンセプト段階、基礎研
究段階、BBMレベル 等）で支援期間終了後3年以内の社会実装が
見込まれない技術は本公募の対象とならないこともあり得ます。

事業計画について
事業計画は顧客となる衛星メーカーのニーズや市場および競合等の外
部環境分析を踏まえて作成してください。
事業計画の対象は第一期公募でも国内の宇宙分野に限定する必要
はありませんでしたので、国際市場への進出や非宇宙分野への展開を
含む事業計画とすることも可能となる見込みです。
また、宇宙戦略基金の趣旨から、JAXAの衛星・探査機のみを想定
ユーザーとする提案は避けた検討をお願いします。
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⚫詳細は９月中旬に発出予定の公募要領に記載

⚫本日は公募の概要、追加公募において検討されている変化点、注意点を説明

公募要領の概要(検討中)

募集期間：
９月中旬募集開始（提案期日まで2~2.5ヵ月程度） ※具体的な提案期日は公募要領に記載します

応募資格：
単独又は複数の機関が連携して応募することができます。
複数の機関による応募の場合は、代表機関を定め、代表機関が連携機関と調整の上、提案全体を取りまとめて応募してください。
また、代表機関は、委託契約・交付条件に関する一義的な責任を持ちます。
応募要件を満たさないことが判明した場合、原則として不受理、または不採択とします。
応募要件は、技術開発課題実施期間中、維持される必要があります。

応募要件：
①府省共通研究開発管理システム（e-Rad）の「機関の登録」、また「研究者の登録」がなされていること。
②国内に研究開発拠点を有し、日本の法律に基づく法人格を有している民間企業、大学、国立研究開発法人等であること。
また、研究代表者及び研究分担者は日本の居住者であることとする。
③技術開発課題実施体制に必要となる組織、人員等を有していること。
④技術開発課題を円滑に遂行するために必要な経営基盤、資金及び設備等の十分な管理能力を有していること。
⑤複数の機関が連携して応募する場合は、各機関間の責任と役割が明確化されていること。
（以降省略）



3) ステークホルダー評価に関する説明

JAXA 宇宙戦略基金事業部 技術開発マネジメントグループ
伊藤 彰

16
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ステークホルダー評価の仕組み（1/2）

＜ステークホルダー評価とは＞

⚫ 提案機関における一定の売上げや資金供給の蓋然性を確認することを目的としており、提案書の補足情報として
JAXAにおける審査・評価の際に活用するためのもの。
※採択に係る審査においては、審査を受ける提案者に関する情報として活用する。

⚫ 主要な顧客候補や金融機関が、提案機関から提案書の内容又はそれに準ずる内容についての情報提供を受けた
上で、後述のフォームに評価を記載する。

⚫ 審査・評価の際には、記載された評価内容を総合的に勘案し、上記の蓋然性の確認に定性的に活用する。

⚫ 多くのステークホルダー評価の回答があれば一律に評価が高くなるというものではないが、JAXAとしては、顧客候補や
金融機関の皆様に積極的に評価をご提出いただきたいと考えている。

＜本テーマにおけるステークホルダー評価の位置づけ＞

⚫ 応募にあたって顧客候補によるステークホルダー評価は1件以上の提出が必須の書類となる見込み。
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ステークホルダー評価の仕組み（2/2）

＜ステークホルダー評価の流れ＞

① 提案機関

提案書又はそれに準ずる情報を提供のうえ、評価 Forms に入力するよう主要なステークホルダーに依頼する。
その際、入力期限、応募予定の技術開発テーマ、技術開発課題（実施内容の名称）の 3 点を伝える。

②ステークホルダー

Forms上で評価を入力・提出する。

※ここで提出していただいた内容について評価者が何ら責任を負うものでありませんが、
所属長名（評価者が所属する部署の意見を代表できる方）でのご提出をお願いいたします。

主要なステークホルダー
（顧客候補、金融機関※）

JAXA
宇宙戦略基金事業部

提案機関

提案書

提案書
（又はそれに準ずる内容）

ステークホルダー評価
（Microsoft Forms）

※CVCや投融資を検討している事業会社を含む

※別途定める提出期限までに提出
(公募締め切り日の１週間後で検討中)

①

②
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評価フォーム

Formsでご説明

例：第二期公募のステークホルダー評価Forms
https://forms.office.com/pages/responsepage.aspx?id=Zmk96zt7UU-
8KeWxlOc8HtuNhN8TZKtLkCK0cAK4sE9UQ0gxWUY0UUJOTFFRVEVaUkV
UMFlaSkZLRi4u&route=shorturl

https://forms.office.com/pages/responsepage.aspx?id=Zmk96zt7UU-8KeWxlOc8HtuNhN8TZKtLkCK0cAK4sE9UQ0gxWUY0UUJOTFFRVEVaUkVUMFlaSkZLRi4u&route=shorturl
https://forms.office.com/pages/responsepage.aspx?id=Zmk96zt7UU-8KeWxlOc8HtuNhN8TZKtLkCK0cAK4sE9UQ0gxWUY0UUJOTFFRVEVaUkVUMFlaSkZLRi4u&route=shorturl
https://forms.office.com/pages/responsepage.aspx?id=Zmk96zt7UU-8KeWxlOc8HtuNhN8TZKtLkCK0cAK4sE9UQ0gxWUY0UUJOTFFRVEVaUkVUMFlaSkZLRi4u&route=shorturl
https://forms.office.com/pages/responsepage.aspx?id=Zmk96zt7UU-8KeWxlOc8HtuNhN8TZKtLkCK0cAK4sE9UQ0gxWUY0UUJOTFFRVEVaUkVUMFlaSkZLRi4u&route=shorturl


4) 質疑応答
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事前および当日にいただいた質問に対する回答は
本資料とともに宇宙戦略基金HPに記載しております



5)衛星サプライチェーン調査に関する
協力依頼

JAXA 宇宙戦略基金事業部 企画推進課
柏原 岳人
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⚫ 宇宙戦略基金 実施方針（経済産業省計上分 令和６年４月）「衛星サプライチェーン構築のための衛星部品・コンポーネ
ントの開発・実証 7-1. マネジメント上の留意点」において、JAXAは衛星サプライチェーン全体の最適化につながるように、
国内外の宇宙産業動向を把握し、国内の衛星サプライチェーンに関する情報を収集、把握するとともに、それらの知見を活
用してプロジェクトマネジメントを実施することが定められている。

⚫ これを踏まえ、JAXA宇宙戦略基金事業部として、衛星サプライチェーンにおける重要技術分野の特定及び、我が国の企業等
の競争力の評価を行い、JAXAによる技術開発マネジメント、新たな技術開発要素の探索、その他政府レベルでの支援等
に活用する。

衛星サプライチェーン調査の背景と目的
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調査内容

国際競争力確保、ボトルネック解消に
向けた課題の概要を分析

重要技術物分野の特定

情報の整理・活用

基金事業の技術開発マネジメント

新たな技術開発要素の探索

各府省への情報提供

衛星サプライチェーン調査

国際競争力・競争環境の評価

その他政府レベルでの施策への活用
部品コンポのカタログ化・

海外情報発信

アンケート、ヒアリング等



8月 9月 10月

20262025

11月 12月 1月 …

⚫ 本事業では、 “重要”コンポーネント特定およびサプライチェーンの課題感の調査を、衛星ミッション分野毎に実施する。

⚫ 民間企業の皆様には、3か月毎のミッション分析において、アンケート・ヒアリングへのご協力をお願い申し上げたい。

衛星サプライチェーン調査の進め方（想定）について

事業環境に関する概況分析

– 産業の課題感

– 政策手当の状況

– 有望技術・萌芽技術

周
辺
情
報

製造・試験や地上局などの
設備、および人材・組織

＋政策支援／ビジネスモデル

SAR 光学 通信 ・・・

衛
星
バ
ス

ミ
ッ
シ
ョ
ン
部

ミッションに依らない
共通的技術

（SAPや電源系等。
部品もコンポも）

…
ミッションに依存する

バス技術

…

ミッション部の
コンポ・部品

（内製も多いため部品が
主となると想定）

本調査のスコープ・概要

サプライチェーンの詳細分析

– ミッション毎の“重要”コンポ

– コンポ／部品ごとの調達課題
（海外依存率など）

分析アプローチ・スケジュール

共通バス技術の詳細分析
＋産業全体の概況分析

示
唆
出
し
・

取
り
ま
と
め

光学/SARなどの
特定領域の詳細分析

同様の分析をミッション毎に
3か月おきに実施
（-27年2月）

・・・

省庁／有識者に対するヒアリング

インテグレータへ
のアンケート

ｲﾝﾃｸﾞﾚｰﾀ/
ｺﾝﾎﾟﾒｰｶへの
ﾋｱﾘﾝｸﾞ

コンポメーカへのアンケート

Small Satでの
情報発信＆フィードバック収集

産業界の皆様への御依頼事項



⚫ 本調査は、幅広い企業の皆様へアンケート／ヒアリングを実施し、政府・JAXAには結果を共有するとともに、業界全体に資
する情報に関しては、機微情報を除いて民間企業にも共有する予定です（情報の粒度・開示範囲は、目的に応じて調整）。

衛星サプライチェーンアンケート／ヒアリング事項について

検証事項

ミッション毎の“重要”性

コンポ・部品ごとの
調達の実態／調達環境

サプライチェーンの課題
と政策手当の状況

技術開発の方向性、
将来の有望技術

手法質問内容

– インテグレータ向け：ミッション毎に重視している指数
（サービス全体／単機の両面：SARのDutyや生産機数、画像単価 等）

– それらの指数に“効く”コンポーネント・部品

– コンポ・部品ごとの内製／外製（調達）の状況と比率

– 調達先の候補となる国内外のサプライヤ数、調達先の地域

– 国内の調達先の競争力・満足度評価（性能＋QCDの観点）

– 海外／国内サプライヤからの調達における課題
（輸出管理関連の制約や、ベンダロックイン、軌道上実績の少なさ 等）

– それらの課題解決に向けて必要な政策的支援の方向性

– 各コンポ・部品に期待される開発の方向性、パッケージで開発されるべき技術

– その他、将来ゲームチェンジャーとなりうる萌芽技術

アンケートで基礎情報を収集
のうえ、ヒアリングにて詳細をお
伺いする

アンケートを主としてお伺い。
競争力・満足度はヒアリング
で補足的にお聞きしたい

アンケートの情報をもとに、
ヒアリングにて詳細をお伺い

アンケートを主としてお伺い



⚫ 調査した結果をもとに、衛星部品コンポーネントカタログを作成いたします。

⚫ 作成した衛星部品コンポーネントカタログについては、Small Satellite Conferenceや、Space Tech Expo Europeにおけ
る出展で情報発信を行い、海外の需要や技術動向調査などへ活用して参ります。

⚫ JAXAとして出展しておりますので、海外動向調査や展示をご予定又は、検討中の方は適宜ご相談ください。

衛星部品コンポーネントカタログについて
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ADDNICS Corp.

Advanced

Engineering

Services　Co.,

Ltd.

Alouette

Technology
Arumo Tech Astrex

CANON

ELECTRONICS

INC.

Digital Signal

Technology,In

c.

Eagle Industry

Furukawa

Battery

Co.,Ltd.

Furukawa

Electric

Subsystem
＜Bus＞

Power Power Generation Solar Cells

Solar Panels & Arrays 〇

Energy Storage (Li-ion) Batteries 〇 〇

Power Management and

Distribution

Power Conditioning & Distribution

Unit (PCDU)
〇 〇

Command and Data

Handling (C&DH)
Onboard Computer （OBC)

Communications Interfaces

Memory / Data Recorder

Flight Software

Attitude and Orbit

Control
Integrated Units

Sensors Sun Sensors 〇

Magnetometers 〇

Earth Sensors 〇

Star Trackers 〇

Inertial Measurement Unit (IMU) 〇

GPS Receivers

Actuators Magnetic Torquers 〇

Reaction Wheels 〇

Control Momentum Gyroscopes

(CMG)

Communications
Telemetry, Tracking, and

Command (TT&C)
Switch 〇

High Power Amplifier

Command Receiver 〇 〇

Telemetry Transmitter 〇 〇

Antenna

In-Space

Propulsion
Propellant Feed System Tank

Valve

Thruster Electric Propulsion

Chemical Propulsion

 

                                                                           Supplier

                    Products

Component

Small Satellite Conference2025

⚫ 8月10日～13日
⚫ 米ユタ州ソルトレークシティ

Space Tech Expo Europe

⚫ 11月18日～20日
⚫ ドイツブレーメン州ブレーメン

©SpaceTechExpoEurope ©SpaceTechExpoEurope

https://smallsat.org/
https://www.spacetechexpo-europe.com/


6) 質疑応答
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7) ネットワーキング
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